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御茶の水キリストの教会 

 

   

5月23日(月) 

世 界 は い か に 知 る の か ？ 

聖書朗読  ヤコブ １：１９～２７ 

また，みことばを実行する人になりなさい。自分を欺いて，ただ聞くだけの者であっ

てはいけません。                      ヤコブ １：２２ 

 

数週間前，私が所属する小さな聖書研究グループのリーダーが，「他の人々は，私た

ちがクリスチャンであることが，どのようにしてわかるのでしょうか？」と質問しまし

た。 

意見はそれほど多くはなかったです。私は，「人にしてもらいたいと思うように人に

すべきだと思います。そして，私たちは神様の御子であるイエス様を信じるのです」と

発言しましたが，十分ではありませんでした。 

私が述べたことは真実であるとは確信していますが，ヤコブ１：２２を引用した方

が，良かったかもしれません。『また，みことばを実行する人になりなさい。ただ聞くだ

けの者であってはいけません。』 

私たちは，しばしば，聞くだけの者になっています。 

礼拝や聖書研究への出席は，私たちに霊感を授け，御言葉の素養を与えます。これ

らの機会を通して私たち自身にそれぞれの働きに応じた行いが湧き出るようになります。

それが，私たちが聞いていることの「証」なのです。それによって，私たちの隣人が，

私たちがクリスチャンであることがわかるのです。 

次回，私が，「他の人は，私たちがクリスチャンであることが，どのようにしてわか

るのでしょうか？」と質問されたら，私は躊躇せず，「ただ聞くだけの者ではなく，みこ

とばを実行し続けることによってです！」と答えます。とても重要な質問に対する簡潔

なそして深い答えなのです。 
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祈 り 主なる神様。人々が，私がクリスチャンであること知識だけではなく，行い

において知ることができますように，日々の私の人生の歩みをお守りくださ

い。助けを必要としている人々に親切にし，様々な事情で外出が適わない人々

を訪ね，疲れた人々や病のうちにある人々に励ましの手紙を書いたり，見舞

ったりすることができますようにお助け下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

 ユージニア・カイザー 

 ヴァージニア州 アーリントン 

                                                                                        



5月24日(火) 

行 う こ と 

聖書朗読  ヤコブ ２：１４～２６ 

私の兄弟たち。だれかが自分には信仰があると言っても，その人に行いがないなら，

何の役に立ちましょう。そのような信仰がその人を救うことができるでしょうか。 

ヤコブ ２：１４                                

 

二人揃って博士（ドクター）である夫婦の話を聞いたことがあります。夫は神学博

士で，妻は医学博士でした。彼らの家のドアの呼び鈴が鳴ると，いつもメイドさんが応

対していました。たいていの場合，訪問者は，「博士（ドクター）はいますか？」と聞い

たそうです。そう聞かれた時のメイドさんの返答は，とても明快でした。「説教をしてい

る者ですが，それとも実践している者(ここでは開業者の意)ですか？」 

説教者には説教をしていることを行い，医学博士には学んだことを分かち合って欲

しいものですね。 

このコメントは，クリスチャンに対してよく聞かれる質問の一つです。「単に学んだ

みことばの話をする説教者ですか？それとも，その実践者ですか？」。私たちは，クリス

チャンの生活を理屈では知っています。しかし，私たちにはそれを実践することが求め

られます！ 

信仰を実践することは，ヤコブの手紙の中で繰り返し述べられているテーマです。

この時代のユダヤ人クリスチャンの多くは，正しいことを信じているから，それだけで

神様にあって完全に義とされると考えていたのです。私たちは，私たちの信仰と行いと

をキリストにあってひとつとしましょう。 
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祈 り 主なる神様。行いのために私たちを召して下さりながら，私たちが，自らの

利己的な心によって，その行いを避けているということを，私たちが理解で

きるように，自身の心を見抜くことができますようにお導き下さい。あなた

につき従うことこそが私たちの望みです。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

 ミカエル・モス 

 ウェストヴァージニア州 ヴィエナ 

5月25日(水) 

謙 遜 の 機 会 

聖書朗読  ヤコブ ４：１～１０ 

しかし，神は，更に豊かな恵みを与えて下さいます。ですから，こう言われます。「神

は，高ぶるものを退け，へりくだる者に恵みをお授けになる。」   ヤコブ ４：６ 

 

人生は，謙遜の機会に満ちています。一部は私たち自身によるものですが，大半は，

私たちの意志とは関わりなく，その機会が訪れます。その瞬間において私たちは，正し

いことをするために，自分自身の自尊心を抑えて，心を謙虚にすることが求められます。

そうすることにより，厳しい試練の最も苦しい時が乗り越えられるようになるのです。 

自尊心は，ほとんどの場合，論理や理由とは関係しない不可思議な感情なのです。

人々は，正しいとき，間違っているとき，そしてわからないときでさえ，自尊心で満た

されています。自尊心は嫉妬，嫌味，怒り，復讐，そしてとりわけ，反抗といった人間

の負の破壊的な動機に至る感情の最大の源なのです。自尊心の反対は謙遜であり，これ

は実際には，よく従順の精神によって現されるものです。謙遜は，他者に喜んで与え，

ときには，自己犠牲さえをも厭わないのです。 

神様は，高慢に対して常に立ち向かわれ，謙遜を広められます。おそらく，それこ

そが，私たちクリスチャンが『患難さえも喜ぶ』（ローマ ５：３）と言われる理由なの

でしょう。このような時において，謙遜を選ぶ機会が与えられるのです。最終的に，私

たちは，謙遜のうちに成長する機会を与えて下さったことを，試練のなかにあってさえ，

神様に感謝することができるようになるでしょう。 
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祈 り 愛する神様。今日もあなたにあって私の心を謙虚にして頂き，全ての自尊心

の影響から逃れさせて下さい。神様にあって全き信頼を置くことができます

ように，主の前に従順に立つことができますようにお導き下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

 ケリー・ウィリアムズ 

 アーカンソー州 ジョーンズボロ 



5月26日(木) 

で き た て の 自 家 製 パ ン 

聖書朗読  Ⅱペテロ １：３～１１ 

しかし，わたしが与える水を飲む者はだれでも，決して乾くことがありません。わた

しが与える水は，その人のうちで泉となり，永遠のいのちへの水がわき出ます。 

                          ヨハネ ４：１４ 

 

会話の冒頭（ヨハネ ４：７）で，サマリア人の女性は，イエス様が誰であるかを

知りませんでした。イエス様は，生ける水を与えようと仰られ，女性は，「素晴らしいで

すわ。これで，私は毎日，もうここまでくみに来なくてもよくなりますから」と答えま

した。イエス様がどういったお方であるのか，十字架の死の意味を知る私たちが，同じ

ような答えで良いのでしょうか？ この方にあってこそ，私たちは，『神の豊かなみ恵み』

を受けています（エペソ １：７）。ですが，私たちは時として考えてしまいます。「全

て順調だ（若干，漠然とはしているかもしれないが．．．）。しかし，老後の貯蓄は大丈夫

だろうか？」。もちろん，私たちの父なる神様は，私たちに必要な日常の糧をご存知です

し，それを与えてくださることを約束して下さいます。しかし，神様は，私たちが神様

に渇くことを望まれているのです。 

救急処置室で，整形外科医が，足を骨折した患者に対して，「手術で怪我を全部直し

てあげられますよ」と言ったところ，患者は，「それはいいね。でも松葉杖は持っていた

いんだ」と答えました。何と馬鹿げたことでしょう。 

『主イエスの，神としての御力は，いのちと敬虔に関するすべてのことを私たちに

与えるからです。・・・それは，あなたがたが，その約束のゆえに，世にある欲のもたら

す滅びを免れ，神のご性質にあずかる者となるためです。』（Ⅱペテロ １：３～４）。し

かし，一方で私たちは，しばしば，「主イエス・キリストを知る点で，役に立たない，実

を結ばない」内容を持っています。神様は私たちに，オーブンから取り出したばかりの，

できたての自家製パンを与えて下さいます。私たちは，クラッカーのために素晴らしい

贈り物を拒否してしまいます。神様に渇き，豊かに満たされましょう。 

 

讃美歌 鹿のように  

祈 り 愛する神様。どうか私たちをあなたに渇くものとさせて下さい。あなた様が

私たちに注がれることを望まれますように，霊において豊かとなることがで

きますように，どうか私たちの目を開かせて下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

        リサ・ラングフォード 

        テキサス州 ラボック 

5月27日(金) 

汚れた家で何をしますか？ 

聖書朗読  レビ記 １４：３３～４７ 

もし，私たちが自分の罪を言い表すなら，神は真実で正しい方ですから，その罪を赦

し，すべての悪から私たちをきよめてくださいます。      Ⅰヨハネ １：９ 

 

あなたの家はツァラト（カビ）汚れているので，『その家，すなわち，石と材木と家

の土全部を取りこわす。また，それを町の外の汚れた場所に運び出す。』（レビ記 １４：

４５）。 

これは，過剰な対応だと思いませんか？ しかし，（3000年以上前の）当時は，抗菌

剤もありませんし，人々が恐れるカビに抗する術は無かったのです。今の世に生きる私

たちもカビによる汚れは心配していますが，酸性雨や，スプレー缶に含まれるオゾン層

を破壊するフロン，水を汚染する洗剤の方が遥かに悩ましい問題です。 

環境を汚染する深刻な問題を引き起こすカビを取り除くための神様の導きは，私た

ちの周囲を清潔に保つことです。これは，私たちの心のうちについても同じことが求め

られています。神様は，私たちの家の汚れよりも心の汚れに細心の注意をもって対処し

て下さいます。私たちは，不道徳のカビによって人生全体が蝕まれたらどのようになる

かということは分かっていますが，カビは小さな人生の暗い片隅で成長を始めるので，

最初は気がつかないかもしれません。家は取りこわす必要はありません。しかし，堕落

には，神様の愛と聖潔の御光による浄化が必要となります。 

神様の温かい愛の御光を，あなたの心のうちの冷えた部分に照り輝かせましょう。 
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祈 り 愛する神様。私たちは自身の罪をあなた様の御前から隠そうとします。どう

か，私たちが罪を告白し，神様の癒しを受けることができますようにお導き

下さい。 

感謝して，イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

   スティーブン・Ｓ・レムリー 

     共編集者 



5月28日(土) 

真 の 力 

聖書朗読  士師記 ４：１～１６ 

主であり師であるこのわたしが，あなたがたの足を洗ったのですから，あなたがたも

また互いに足を洗い合うべきです。             ヨハネ １３：１４ 

 

旧約聖書の女預言者デボラは，イスラエルの監督者としての責を引き受けて，命令

を与えていました（士師記 ４：４～５）。私もデボラのようでありたいと思ってしまい

ます。デボラは，数々の重要なことを成し遂げました。デボラの優れた見識は世に知ら

れており，民は彼女の権威に服従しました。私たちは，デボラの功績を読み，そして，

彼女の誉れに思いを馳せながら，日常の家事をしたりするのかもしれません。 

神学者であり牧師であるフランシス・シェーファーは，「大切ではない人々はおらず，

大切ではない場所はない」の中で，「大切なことはひとつだけです。それは，どんな瞬間

においても，私たちのために働いておられる神様を仰ぎ見る献身の人となることです」

と書いています。聖書に証されている，貧しい名もなき未亡人達，その全てがデボラな

のです（Ⅰ列王記 １７：１０～２４，マルコ １２：４１～４４）。神様は，みこころ

を行うすべての人々を用います。神様は，従う人々は誰であっても選ばれるのです。 

あなたには，イスラエルの指導者として高い地位にあったデボラのようになりたい，

名声を手に入れたいと願う強い誘惑があるかもしれません。しかし，従順な心のうちに

神様を招き入れなさい。あなたは，世界の取材やメディアからは無名の存在となるかも

しれません。しかし，神様の思いはいつも同じです。従順となり，心のうちに神様を招

き入れなさい。従順は，神の証人として，困難で厳しいものですが，神様は，この世の

いかなる富と名声よりもはるかに勝るお方なのです。 

私たちは，私たちの心をご覧になる神様を礼拝します。今日，あなた方の食べ物，

所有物や功績が御霊に満たされれてあなた方に与えられますように。 
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祈 り   神様。従順のうちに指導者として用いられたデボラのような女性のゆえに，

主を賛美申し上げます。私たちもそれぞれのある処で私たちの力をあなた様

に捧げます。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

    エミリー・レムリー 

    テキサス州 ラボック 

5月29日（日） 

信 仰 を 選 ぶ 

聖書朗読  創世記 ２４：１～１０ 

「あなたの子孫にこの地を与える」と約束して仰せられた天の神，主は，御使いをあ

なたの前に遣わされる。あなたは，あそこで私の息子のために妻を迎えなさい。 

                            創世記 ２４：７ 

 

アブラハムは年を重ねて，老人になりました。彼の息子イサクは，結婚する年齢と

なりましたが，アブラハムは，神様を敬わない女性との結婚は望みませんでした。アブ

ラハムは，信頼をおくしもべに，イサクのために妻を探すこと，そして，アブラハムの

親族の中からはイサクの妻をめとらないことを神様にかけて誓わせました。 

しもべは，「もしかして，その女の人が，この国に来ようとしない場合，お子を，あ

なたの出身地へ連れ戻さなければなりませんか？」と尋ねました。アブラハムは，神様

が，彼の子孫にカナンの地を与えると約束して仰せられたので，断じて否と答えました。 

アブラハムは，しもべを導くために「御使いを遣わされる」神様を信じていました。

それは強制ではなく，信仰でした。アブラハムは，しもべに対して「もし，その女があ

なたについて来ようとしないなら，あなたはこの私との誓いから解かれる」と答えまし

た。 

しもべはアブラハムに従いました。主は彼をリベカの下に導かれました。リベカは

喜んでしもべと共に行き，イサクの妻となりました。 

さらに年月を重ねて，イサクとリベカの息子であるヤコブが結婚する年齢に達した

時に，イサクは，神様を敬う女性と結婚しなさいという，彼の父，アブラハムの言葉を

伝えました（創世記 ２８：１）。そして，ヤコブはその通りにしたのです。 

神様を敬う二人が結婚するという神様の祝福は，信仰の継承の希望なのです。祝福

を受け継いでいきましょう。 
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祈 り 愛する神様。私たちの人生のすべてにおいて，あなたのご意志と存在をより

近くに覚えることができますように。私たちの選択の上に，主の豊かな導き

がありますようにお祈り申し上げます。アブラハムの物語を通して主の豊か

な備えを私たちの上に与えて下さいますことに感謝申し上げます。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

スー・レイサム 

カリフォルニア州 アンテロープ 


